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東南極の日本の南極基地周辺での重力異常と氷床変動
Gravity anomalies and ice mass movements around the Japanese Antarctic stations in East
Antarctica
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日本の南極観測基地がある東南極のドローニング・モード・ランドからエンダービーランドにかけての地域は、ゴン
ドワナ大陸の形成と分裂の鍵を握る地域であり、様々な地球科学的研究が行われている。また、昭和基地の南西に位置
する白瀬氷河は、南極で最も大規模な氷河の一つであり、この地域の氷床流動に深く関わることから雪氷学的な研究も
積極的に進められている。さらに、最近のGRACEによる衛星重力観測や、IceSat、Envisatなどの衛星高度計観測の結果
によると、この地域では、降雪により、氷床質量が増加していることが示されており、南極での氷床変動や、また、それ
と関連した GIA(Glacial Isostatic Adjustment)の研究でも重要な地域となっている。
これらの研究への寄与を一つ目的として、これまで JARE (Japanese Antarctic Research Expedition )によって得られた地

表重力データと最新のGOCE衛星による重力場モデルを用いた統一的な重力場推定を行っており、それらの結果は JpGU
大会等で報告してきた。また、2014年大会では、あすか基地近傍のシール岩の重力基準点で実施した絶対重力測定の結
果について報告を行った。ところで、この地域では、JARE-28により、北側のブライド湾からあすか基地を経て南のセー
ルロンダーネ地域にかけての測線での重力測定が行われており、今回、この測線に沿って、上述の結果をもとに新たに
求めて重力異常や GOCEの重力モデル、また、基盤地形などとの比較を行い、その特徴について再検討を行った。その
結果、海岸線と山地の間に延びる負の重力異常は、その地域に堆積した厚い氷床の影響によるものであると推察できた。
このような構造は、ドローニング・モード・ランドからエンダービーランドにかけての広い地域で見られ、これらの地
域は、氷床質量の増加域とよく一致している。これらの関係については推測の域を出ないが、大陸の山地地形が降雪量
の増加に関連するとともに、海岸との間の基盤地形が氷床流動に関わっていることが考えられる。
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